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（論文審査の要旨） 
学位論文「Relationship between nasal obstruction and maxillofacial growth」ついて、
上記の主査１名、副査２名が個別に審査を行った。 
成長期の小児における慢性的な鼻閉塞は、顎顔面形態の発育に影響を及ぼすことが示唆されて
いる。本研究はヒトにおいて Cone-beam computed tomography (CBCT)を用いて重度の下鼻甲介肥
大を伴う鼻閉塞と小児の顎顔面形態の関係を明らかにするために行われた。研究対象は下鼻甲介
肥大を伴う患者 55 名おとび下鼻甲介肥大を伴わず鼻閉の無い患者 53 名であった。CBCT のデータ
を用いて上顎骨幅(MaxR-MaxL)、上顔面の高さ(N-ANS)、下顎骨幅(GoR-GoL)、下顎枝高(Cd-Go)、




























1. CBCT での測定精度および再現性（信頼性）はどの程度か。  
 Kavo3DeXam (Kavo Dental CmbH, Bismarckring, Germany)を用いて全ての患者から
Cone-beam computed tomography (CBCT)画像を得た。僕斉サイズは 0.4mm であり，一名の













主査  代田委員の質問とそれらに対する回答：  
1. 鼻閉塞と顎顔面成長の因果関係はどう考えるか。  
 鼻閉塞が原因で顎顔面形態に影響を及ぼすのか、顎顔面形態が原因で鼻閉塞が生じるのか、
どちらもあるのか、因果関係が解明されていないのが現状である。過去の動物実験による先行
研究では、鼻閉状態にした群と対照群での顎顔面形態の比較を行っている例が多く、有意差も
認められている。今回の研究では、慢性的鼻閉塞と顎顔面形態の成長発育には関連性があるこ
とが明らかとなった。今後、因果関係を解明するため、鼻閉患者と非鼻閉患者の顎顔面成長方
向や成長量など様々な項目を比較検討する必要があると考える。  
 
 主査の代田委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張
をさらに確認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。  
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
